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3 包括的に整理したものに、黒田清光 1974、多田隈豊秋 1978、大石一久 1998、大石一久 1999、井形














































8 大木公彦他 2009、大木公彦他 2010参照。


















































1 坊津歴史資料センター輝津館（南さつま市坊津町坊） 四角 （齋藤彦松 1958）
2 水元神社（南九州市川辺町清水） 六角 （毎日新聞社 1961）
3 虎御前の墓（南九州市川辺町神殿） 四角 （川辺町役場 1961）
4 ミュージアム知覧（南九州市知覧町郡） 四角 （毎日新聞社 1961）






7 志々伎神社中宮（平戸市野子町） 六角 （大石一久 1998）
8 志々伎神社中宮（平戸市野子町） 四角 （大石一久 1998）
9 白山比賣神社（平戸市主師町　安満岳山頂付近） 四角 （大石一久 1998）
10 白山比賣神社（平戸市主師町　安満岳山頂付近） 四角 （高津孝他 2010a）
11 館山是興寺跡（平戸市鏡川町） 四角 （大石一久 1998）
12 桜渓書院跡（平戸市戸石川町） 四角 （高津孝他 2010a）
13 里田原歴史民俗資料館（平戸市田平町里免） 四角 （大石一久 1998）
14 里田原歴史民俗資料館（平戸市田平町里免） 四角 （大石一久 1998）
15 龍福寺跡（大村市立福寺町） 六角 （大石一久 1998）
16 下寺観音堂（平戸市田平町下寺免） 不明 （大石一久情報）
17 下寺観音堂（平戸市田平町下寺免） 四角 （大石一久情報）
佐賀県
18 黒髪山西光密寺（武雄市山内町大字宮野） 六角 （大石一久 1998）
19 妙覚寺境内（多久市南多久町大字下多久） 四角 （高津孝他 2010a）
20 妙覚寺境内（多久市南多久町大字下多久） 四角 （高津孝他 2010a）
21 背振山霊仙寺跡出土（神埼郡吉野ヶ里町） 四角 （井形進 2010）
福岡県
22 首羅山遺跡（久山町大字久原） 四角 （井形進 2008a）
23 首羅山遺跡（久山町大字久原） 四角 （井形進 2008a）
24 太宰府市内個人宅（太宰府市） 四角 （井形進 2008b）
25 宇美町個人宅（糟屋郡宇美町） 四角 （松尾尚哉 2010）
26 火炎塚（福岡市東区志賀島） 四角 （井形進 2010）
27 弓の馬場・茶山会館（福岡市城南区茶山） 六角 （井形進 2010）
28 所在不明（福岡市城南区田島） 四角 （井形進 2010）
29 明光寺（福岡市博多区吉塚） 六角 （井形進情報）















































































































分類 小川仮称 現所在地 石質
1 1 萩大井馬場下碇石 山口県萩市大井馬場下　荒人神社 凝灰質砂岩
2 1 筥崎宮碇石 福岡県福岡市東区箱﨑　筥崎宮 凝灰質砂岩
3 1 中央埠頭西浚渫碇石 福岡市埋蔵文化財センター 凝灰質砂岩
4 1 櫛田一号碇石 福岡県福岡市博多区上川端町　櫛田神社 凝灰質砂岩
5 1 承天寺碇石 福岡県福岡市博多区御供所町　承天寺 凝灰質砂岩
6 1 聖福寺碇石 福岡県福岡市博多区御供所町　聖福寺瑞応庵 凝灰質砂岩
7 1 美野島碇石 福岡県福岡市博多区美野島　個人宅　正安４年
（1302）銘梵字板碑
凝灰質砂岩
8 1 太宰府松屋碇石 福岡県太宰府市　太宰府天満宮菅公歴史館 砂質泥岩
9 1 相ノ島碇石 福岡県糟屋郡新宮町相島　個人宅 凝灰質砂岩
10 1 唐津神集島碇石 佐賀県唐津市神集島　住吉神社 凝灰質砂岩
11 1 可部島一号碇石 佐賀県唐津市大字加部島　田島神社 凝灰質砂岩
12 1 可部島二号碇石 佐賀県唐津市大字加部島　田島神社 凝灰質砂岩
13 1 平戸市役所碇石 長崎県平戸市岩の上町　平戸市役所前 凝灰質砂岩
14 1 肥後宅碇石 鹿児島県奄美市名瀬幸町 凝灰質砂岩
15 1 山田グスク碇石 沖縄県国頭郡恩納村山田　山田グスク跡 凝灰質砂岩


























































































































 ―  （2008b）「首羅山遺跡の宋風獅子と薩摩塔」（久山町白山遺跡調査指導委員会・久
山町教育委員会編『首羅山遺跡―福岡平野周縁の山岳寺院―』久山町教育委員会、2008
年12月）
 ―  （2010）「薩摩塔について」（久山町教育委員会『首羅山遺跡　発掘調査概要報告書』
久山町文化財調査報告第15集、2010年３月）






























Suzuki, K. et al. （2000）, Provenance of Granitic Anchor Stones Recovered from the Takashima 

























 ―  （1998b）『補稿　日中文化交往歴史年表』（龍洞院、1998年３月）
吉田久昭（2008）「東大寺の石獅子の石材と近畿地方の類似岩石」（中日石造物研究会主催
「東大寺石獅子をめぐる研究集会」レジュメ集、2008年８月９日）
楊古城・龔国栄（2006）『南宋石雕』（寧波出版社、2006年12月）
 「志自岐沖之宮石鉢之圖/沖島全圖　平戸藩蔵」（文政五年（1822）壬午十月、松浦史料
博物館所蔵）
 「東大寺造立供養記」（『群書類従』第24輯釈家部、1960年４月訂正第三版）
 「靈鷲山石塔欵識」（清・李遇孫撰『括蒼金石志』巻７、『石刻史料新編』新文豊出版公司、
1977年、第一輯地方類所収）
付記：
なお、本稿は、基本的に2010年までの研究成果に基づいて記述されている。これ以降の
研究成果については、高津孝・橋口亘・大木公彦「薩摩塔研究（続）―その現状と問題点」
（『鹿大史学』59号、2012年２月）を参照されたい。
